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通期業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 
 

  
 最近の業績の動向等を踏まえ、昨年１１月の中間決算発表時に公表した平成１３年３月期(平成１２年４月
１日～平成１３年３月３１日)の業績予想および配当予想を下記のとおり修正いたします。 

記 
 

１．当期の業績予想数値の修正 （平成13年3月期） 
                                                   （ 単位：百万円、％ ） 

経常収益 経常利益 当期純利益

前回予想（Ａ） 114,000 5,000 3,000

今回 予想（B） 108 ,000 △ 18,300 △ 21,300

増減額（B-A） △6,000 △23,300 △24,300

増減率（％） △5.2% △466.0% △810.0%

（ご参考） 
 

前期実績（平成12年3月期）
132,479 10,076 △37,244

 
２.連結業績予想（平成13年3月期） 
                                           （単位：百万円、％） 

*前期実績は旧近畿銀行と旧大阪銀行を合算した計数で記載しております。 

経常収益 経常利益 当期純利益

前回予想（Ａ） 114,000 4,800 2,800

今回 予想（B） 108 ,200 △ 18,200 △ 21,200

増減額（B-A） △5,800 △23,000 △24,000

増減率（％） △5.0% △479.1% △857.1%

（ご参考） 
 

前期実績（平成12年3月期）
132,605 10,016 △37,323

 
３.配当予想の修正 
                      （単位：百万円、％） 

*なお当期につきましては、中間配当も見送らさせていただいております。 

平成13年3月期末

前回予想 2.0円

今 回予想 0円

 
４.修正の理由 
 
 株価や地価の下落が景気の下振れリスクとして急速に高まっている状況下、平成１３年度よりの時価会
計導入に備え、株式等有価証券の含み損の処理を実施し、併せて将来の資産劣化に備え一層厳格な資
産査定を実施することを決定しましたので、業績予想を修正するものであります。 



 これにより、「有価証券の含み損」、「不良債権処理」という経営上の課題が解消され、財務体質の強化と
安定した収益力の向上が図れるものと考えております。 
 今後につきましては、業績の回復に全力を尽くし、配当につきましても早期の復配を実現する所存であり
ます。 

以 上

 
【参考資料】 
 ◎平成13年3月期業績予想の概要 
 
＜単体＞                                                       （億円） 

  今回予想 
    前回予想 

(12年11月) 

前  期 

実  績 前回予想比 前期比 

  

業 務 粗 利 益 ８１５ △８ ３ ８２３ ８１２ 

(う ち 資 金 利 益 ) ７３１ △８ △４４ ７３９ ７７５ 

一般貸倒引当金（△） ５０ ２６ １０１  ２４ △５１ 

経     費 （△） ６５６ △９ ６５ ６６５ ５９１ 

業  務  純  益 １０８ △２７ △１６３ １３５ ２７１ 

（コア業務純益） １１９ ０ △１０１ １１９ ２２０ 

  

臨  時  損  益 △２９２ △２０８ △１２２ △８４ △１７０ 

う ち 株 式 三 勘 定 △１５８ △１５１ △２７６ △７ １１８ 

うち不良債権処理 （△） １３０ ４５ △２２４ ８５ ３５４ 

経  常  利  益 △１８３ △２３３ △２８３ ５０ １００ 

特  別  損  益 △１ ０ ３５０ △１ △３５１ 

税引き前利益 △１８４ △２３３ ６６ ４９ △２５０ 

法人税等調整額（△） ２７ ９ △９４ １８ １２１ 

当 期 純 利 益 △２１３ △２４３ １５９ ３０ △３７２ 

近畿大 阪銀行
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